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1. 急速進行性糸球体腎炎を中£、とした腎長患に対す

るパjレス蜜法 

0椀沢孝夫，縄田泰史，高林克昌己

秋元敏佑， 野崎忠信， 富関玖夫

(千大〉

金井英夫，末石真(JII鉄〉

土田弘基(千葉社会保険腎臓内科〉

急速進行性糸球体腎炎を主とした腎疾患 5例に対し，

プレドニゾロンにてバノレス療法を行ない， 3カ月の観察

期需で，腎機能高度障害剖 2例で車中クレアチニンの著

減，全部で尿蛋自の50%以上の減少をみた。前後で腎生

検を行なった 2伊jで辻組織学的活動性の著明な改善をみ

た。急速進行性糸球捧腎炎にても早期に強力な治震がな

されれば，寵床的にも組織学的にも改善は可龍であるこ

とが示唆された。 

2. CNS)レープスiこ対するパんス察法

。金井英夫， 末石真， 篠宮正樹

森崎詣尋， 永瀬生子， 鈴木泰俊

明星志貴夫， {左藤重明，有賀光 

()II鉄〉

縄田泰史ラ高林克日己，替p沢孝夫

秋元敏佑， 野崎志信， 富岡玖夫

(千大〉

中枢神経症状を呈した全身性エリテマトーデス (CNS 

Jレーフoス)の 3症併に対してプレドニソロンによるパル

ス療法を行ないその結果を報告した。本護法によ久臨

床症状の改善， 血j官捕体イ直， 抗 DNA長枠及び鑓液中 

IgGなどの正常化が得られた。本察法は従来のステロイ

ド療法で、難治で、あった CNSループ9スに対して有効な治

療迭となると考えられた。 

3. 難治性高脂車症の臨来研究

篠宮正樹， 森靖信尋， 永類佳子

金井芙夫， 末石真， 鈴木泰後

明星志貴夫，佐藤重明，有賀光 

()II鉄)

桑島敏江，鈴木伸子，加藤徳太部

〔同・検査室〉

佐々木憲格(千大〉

高コレステロール血症の中には難、治性のものがある。

難治d注の高コレステロール血症は，虚血性心疾患または

高コレステロール血症の家族塵を有するものに多く，こ

の中には，アキレス臆把厚や腫黄色腫で特徴づけられる

家族性高コレステローノレ血症と呼ばれる疾患があ!J，若

年で童血註心疾患をおこしてくる。このように，高コレ

ステロール血症の治療には，遺伝的影響のつよいものと

環境の影響のつよいものとを区別してゆく必要がある。 

4. 柏地区における高血圧の臨床疫学的研究

平井愛弘三上恵只，伊藤国明

田中真，篠鯖幸一 〈国立柏)

高血圧症の治療体系の整錆を目標として，今日の降圧

斉jを中心とした高畠圧療法の開題点を第一線の宮療機関

のレベルで見亘しをした。調査対象は千葉果桔地豆の医

師会会員28名が設ける診療所へ54年 8月15日，...， 9月30吾

の開に受診した新患及び、再来の高血圧患者1078名で，高

血圧の治療方議と各種合併症，血中脂費，電解費，環酸

等との相関をみたところサイアザイド剤に従来からいわ

コレステロール抵下HDL京酸↑に加え ↓，K+れる

作用のあることがみとめられ今後降圧剤と指賀代詩?につ

いての研究の必要性があろうかとなった。 

5. 髄摸炎に SIADHを合詳した 3例

斉藤揚久，長谷川治ー，中村和之

〈旭中央) 

SIADHによると居、われる低 Na血症を合併した髄摸

炎の三症例を報告した。いずれの症例も，髄膜炎の改善
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と共に，低� Na血症の改善を認めたが，罰時に抗利尿ホ� 

Jレモンの不適合分誼、があたかも遥正記されたかの如くに

考えられたので，若干の文較的考察を加えて報告した。� 

6. 急性前昏麓球性白血需の� 2部検例

。王伯童g，玉十嵐忠彦，雷原和夫

市毛勢津子，杉蒲ゆ!J，浅井詮善

藤陪成徳 (千大)

馬場雅行(爵・第一病理〉

家本陽一(同・第二病理〉

鈴木和夫(辰己病院)

症例工:74歳，男。出血額向を主訴に入院。� DICを

搾った� APLと診断。治療開始前に脳出血にて死亡。症

例� 2: 33歳，男。出血額向を主訴に入院。� DICを伴っ

た� APLと診断。ヘパ� Pン投与，化学療法施行するも脳

出血にて死立。<部検所見>症剖� 1: APL (浸潤:諸

リンパ節，韓，揚管，皮!曹)， )j子癌，肝硬変痘ー右側頭

葉車腫，右手球クモ諜下出血，腎糸球体線維素血詮症。

症例� 2: APL (浸潤:韓，小腸)， H事出血， うつ車，右

側頭葉出血。� 

7. 興味ある経過をとった� IgAmyelomaの1例

伊藤層明，田中真，三上恵只

平井愛臥議時幸一 (国立桔〉

王イ自銘，藤開成語(千大〉

初診より症状検査誼変動なく，� 2年後急性増悪死亡し

た� IgA-K骨髄彊の一例。� 56歳，女，昭和52年4月軽度

腰高あヲ，理学的所見なし，� Hb 10.4gjdl，骨髄形質紐

抱� 12.2%，IgA 2230mgjdl，Bense-Iones蛋岳� (-λ

骨病変(一λ 8カ月後� Stage1として治療� (Cyclop-

hosphamide)するも反応なし，一年後日b7.7gjdlと

進行，� Stage豆として治療するも反志なし，二年後賓

血増悪� IgA急増， 骨髄形質紐泡85.5%とな予， ラつ車

乳頭肋骨骨努も生じ，化学療法車禁交換行なうも死亡。� 

8. 産部超音j車検査法の現況と農望

笠貫}r要二，宮平守博，徳政義和

(千大〉

援部超音設検査は電子スキャン装童(特にリニアタイ

プ)の開発，グレイスケール表示による麗質の改善によ� 

P急速に普及している。当教室でも本年3月より本法を

臨床にとり入れ，� 12月まで147例に施行し，� JI呈五例18倒

の龍， 総胆管嚢麓， 胆嚢ポジープ，� g孝癌， 悪性ヲンパ

腫，後腹膜麗療j腹重篤内血撞等，多種の疾患の診断?と

有効であった。痘例を洪覧し本法の有用性を述べたが，

今後胃と腸以外の腹部疾患の形態学的ルーチン検査は本

法が主となると思われるがさらにレ隷検査， 穿親細抱

診，薬理学的議査等の併用による精密検査迭としても有

効であると患われる。� 

1低蛋邑車荏を呈した小器クローン蕎と忌われる� 9. 

症例

鈴木豊(八千代中央購読〉

笠貫}r良二，宮平守博，酉)11哲男

浜崎智{二 (千大〉

大島仁士(松戸市立)

大久保春男(船積中央〉

我々は最近抵蛋白血症による全身浮麓を主症状とし大

湯X線検査にて毘腸にクローパ状の奇異な変形をきたし

たクローン病と患われる症例を経験したので，若干の文

献的考察を加えて報告した。症例辻49議女性，胸援水も

ある全身、浮腫，会血あり。逆行性百腸二重造影にて下部

回腸のケノレクリングヒダの消失変形狭窄像あり，大揚フ

ァイパースコゼイにて，回腸末端に浅い潰寡及びその2 

1WHζ線状癒痕を認めた。サラゾピヲン治療により低蛋吉

車症，貧血，赤沈の改善が認められた。� 

10.ステロイドホルモンが著効を呈したワンパ管拡張

症の� 1剖

宮平守博，笠貫]r票二，徳政義和

(千大)

大島仁士(松戸市立〉

鈴木豊(八千代中央病院〉� 

23歳女品。全身誇麗と下痢を主訴に入院。総蛋白，ア

ルブミン，r-グロプPンの抵下とコレステロ}ノレ， トP

グリセライドの上昇。� 

23歳女性。全身浮腫と下痢を主訴に入院。総蛋自，ア

ルブミン，� r-グロブジリンの抵下と� α2グロブジンの増加

とE型高指血症を認めた。� 131PVPによる蛋白漏出試験

で3%と異常を示し，小腸鏡による小腸纏説生検緯識像

では，粘摸表酉産下より結膜下層までのリンパ管が著明

に拡張， リンパ管造影で、誌胸管関口部での狭窄及び胸管

の拡張を認めた。� 113尿蛋白は� O.7g以下で、あった。プ

レドニン� 60mgによ担蛋白は正常に復した。


